「地方からの国際協力　北海道の経験を海外で活かす」

カザフスタンの産業クラスター支援事業を事例に

開 催 要 項
１．開催の目的

冷戦崩壊後、EU設立、BRICsやアジア諸国の発展、資源エネルギーや環境など地球規模の問題の顕在化など国際社会の枠組みが大きく変動している。現在、日本も社会、経済の構造変換を強いられている。「国から地方へ」、「官から民へ」という政府方針もその流れの一つである。今回のテーマである「地方からの国際協力」というテーマは、地方で実際に得た経験や技術を国際社会で活かすことにより、住民自ら地球規模の視野と国際感覚を培うことを可能にするものである。

このような中、国際協力銀行（JBIC）の活動の一環として北海道の産官学が協力して実施した「カザフスタン共和国に対する日本からの技術移転を通じた農業食品加工クラスター支援事業」に係る提案型調査をその具体的事例として、カザフスタンと北海道の連携のあり方とともに、地方都市が主体となる国際協力のあり方等について検討協議する場を提供する。

２．開催日、開催場所、参加費

　　開 催 日
：　12月18日（月）14：30～17：00
　　開催場所
：　北海道大学百年記念会館　大会議室（札幌市北区北10条西6丁目）
　　参 加 費
：　無料

３．プログラム

　14:30　　　　 開会挨拶

　14:40～15:40　現地調査報告

　　①「地方・北海道の経験を海外に活かす　カザフスタンの産業クラスターを事例に」


フィールドテクノロジー研究室代表　　
田村　修二

　　②「北海道の経験を共有できるカザフスタンの現状　食品加工産業を中心に」


北海道大学スラブ研究センター教授　　
山村　理人

　　③「地方からの国際協力　具体的なアプローチと現地のニーズ」


社団法人北海道総合研究調査会　　　　
富樫　　巧

15:50～17:00　パネルディスカッション

　　テーマ　　：カザフスタンにおける日本からの技術移転の可能性

　　パネリスト：上記報告者


NTTドコモ北海道　　　　　　　　　　
アクメトフ　ダウレン


国際協力銀行開発第4部第2班課長　　
原　　昌平


コーディネーター：日本アクションリサーチ協会理事
枦山　信夫

４．共　催
国際協力銀行、北海道総合研究調査会（HIT）、北海道大学スラブ研究センター

５．後　援
北海道、札幌市、北海道開発局、経済産業省北海道経済産業局、北海道経済連合会、
独立行政法人国際協力機構札幌国際センター、開発技術学会

≪演者プロフィール≫
調査報告・パネリスト（五十音順）
　アクメトフ　ダウレン（NTTドコモ北海道ビジネス営業部課長）
カザフ工業大学大学院、室蘭工業大学大学院を経て現職。研究歴には応用数学、自動制御、適応制御、最適制御、人工知能、ファジィ理論、知的制御、データ分析とその応用がある。JICAカザフスタン調査団へ参加。在カザフスタン大使館との協力でシンポジウムやセミナーを行っている。

　田村　修二（フィールドテクノロジー研究室代表）
通商産業省大臣官房審議官、環境庁長官官房審議官、北海道大学先端技術研究センター客員教授等。ポーランドの中小企業育成プロジェクトにて輸出振興工業団地を形成し（JICA、H9）、ブルガリアにて市場経済化中枢支援プロジェクト及び経済政策人材育成研修を行う（JICA、H10～13）。フィリピン、タイ、中国ウイグル自治区など海外における産業育成支援実績多数。国内各地でも産業クラスター形成に携わっている。
　原　　昌平（国際協力銀行開発第4部第2班課長）
海外経済協力基金（現国際協力銀行）入社後、バングラデシュ向け円借款の担当、大蔵省（現財務省）出向、ニューデリー駐在員などを経て、現在、中央アジア5カ国及びコーカサス3カ国向けの円借款業務を担当。
　山村　理人（北海道大学スラブ研究センター教授）
移行経済の比較制度論的分析、ロシア・東欧・中央アジアの農業問題を担当。中央アジア関連では「砂漠化指標による砂漠化の評価とモニタリングに関する総合的研究（中央アジアにおける砂漠化防止対策としての新土地利用戦略）」プロジェクト（環境省、H13～15）、「住民参加による中央アジア耕作農業の自立的環境調和的再生」プロジェクト（トヨタ財団、H16～17）等に参加。

· 

コーディネーター

　枦山　信夫（日本アクションリサーチ協会理事）
国際協力銀行のジャカルタ、ロンドン等の主席駐在員を務め、中央アジア、ASEAN、中南米、アフリカ諸国に対する円借款業務を担当。退職後、個人コンサルタントとして独立。主著「人的資源開発：日本の経験を紹介する」開発援助研究1996/Vol.3 №2（John Arthur共著）、「インドネシア経済再建の戦略見通しに関する調査研究」日本貿易振興機構（H16）等。

司　　会

　富樫　　巧（社団法人北海道総合研究調査会企画室長）
産業振興、国際化戦略、物流効率化など地域経済に関する業務を主に担当。北海道経産局/ロシア極東ビジネス環境検討委員（H14～）、北海道/経済交流方策検討委員（H16～17）、北海道/国際化推進検討委員（H17～）、JOGMEC/ロシア・中央アジア石油天然ガス投資環境調査研究委員（H17～）等。






